
ワールドニュース編集部が2/20までに把握した大会結果からランキングをまとめています。
注； 年齢は、誕生年または満年齢をしめしています。

複数の試合に出られた場合、全記録を掲載しています。最終的には、その方の一番良い記録を掲載いたします。
同じ試合で、一般とマスターズ、と、いうふうにでられた場合は、ひとつのみの記録を掲載しております。

は新しく出された記録を示す

1 照屋利恵 てるや POWERSPORT 1975 76 175 130 155 460 6/21-22全日本女子
2 仲野　衣美 なかの 阪南大学 21 72.3 148 115 152.5 415 4-27全四国
3 中野衣美 なかの 阪南大学 1993 72.3 148 115 152.5 415 4-25全日本ジュニア
4 小出淳子 こいで アサマTC 1983 81.3 150 105 137.5 392.5 6/21-22全日本女子
5 小出淳子 こいで アサマトレーニングクラブ 1983 78.8 140 97.5 135 372.5 3-2相模原市パワー
6 川崎奈都美 かわさき チームレスキュートレーニングジム 25 82.1 120 70 150 340 N 7-13北信越
7 川崎奈都美 かわさき チームレスキューTG 1988 79.35 110 62.5 130 302.5 N 5-11長野
8 曲澤 彩香 まがりさわ TXP 32 82.22 105 52.5 115 272.5 N 10-19秋季東京
9 曲澤 彩香 まがりさわ TXP 27 82.16 100 55 110 265 N ４-５東京
10 モーラ・マッカーシ もーら 個人 23 75 85 55 105 245 N 4-13愛媛

年齢がわからないときは、白紙または、サブジュニアの場合は18歳、ジュニアは23歳、M１は40、M２は50、M3は60、M4は70歳と記載しました。

フリガナは、ワールドニュースの記号として記載しておりますので（年末に重複を削除するため）、読み方が間違っていてもご容赦ください。


